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原発政策の見直しを
平成 18年・２２年県議会で日本共産党 扶川敦県議らが
愛媛県の四電伊方原発　地震被害の危険性を指摘

　

地
震
に
よ
る
福
島
第
一

原
発
の
爆
発
事
故
は
、
原

発
事
故
の
怖
さ
を
改
め
て

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
溶

け
た
燃
料
が
圧
力
容
器
の

底
に
た
ま
り
再
臨
界
が
お

こ
っ
た
り
す
れ
ば
、
最
悪

の
場
合
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

の
再
来
さ
え
懸
念
さ
れ
る

重
大
事
態
で
す
。

　

私
は
、
平
成
18
年
２
月

議
会
で
、
愛
媛
伊
方
原
発

で
ウ
ラ
ン
に
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
を
混
ぜ
た
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料

を
燃
や
す
「
プ
ル
サ
ー
マ

ル
」
計
画
に
つ
い
て
議

論
。「
万
が
一
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
の
よ
う
な
事
故
が

起
き
た
ら
、
２
７
０
キ
ロ

が
高
濃
度
汚
染
地
域
と

な
っ
て
、
四
国
は
す
っ
ぽ

り
入
っ
て
し
ま
う
」「
原

発
の
目
の
前
６
キ
ロ
に
中

央
構
造
線
が
あ
る
。
老
朽

化
し
た
施
設
の
上
に
大
き

な
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
ど

う
な
る
か
、
そ
ん
な
こ
と

は
あ
り
得
な
い
と
た
か
を

く
く
っ
て
い
た
ら
、
ど
こ

か
の
国
み
た
い
な
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
」
と
指
摘

し
、
慎
重
な
対
応
を
す
る

よ
う
愛
媛
県
に
求
め
よ
と

追
及
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
県
に
は
担

当
部
署
が
な
い
た
め
、
答

弁
者
も
な
く
、「
そ
れ
自

身
が
危
機
意
識
の
希
薄
さ

だ
」「
今
後
の
宿
題
に
せ

よ
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

　

昨
年
２
月
の
県
議
会
で

は
、
同
じ
共
産
党
の
古
田

み
ち
よ
議
員
が
「
徳
島
県

と
し
て
も
事
故
が
起
こ
っ

た
場
合
の
対
応
を
考
え
て

お
く
べ
き
だ
」
と
指
摘
し

ま
し
た
。

　

県
に
窓
口
設
置
を
、
国

へ
全
国
の
原
発
の
再
点
検

と
原
発
政
策
の
見
直
し
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

伊方原発から

270 ㌔範囲

福島原発もプルサーマル運転中

　１号機に続いて建屋がふきとんだ
東京電力福島第一原発３号機では、
ウランにプルトニウムを混ぜたＭＯ
Ｘ燃料（ウラン・プルトニウム混合
酸化物）を燃やすプルサーマル運転
が行われていました。
　ＭＯＸ燃料は、より毒性の強いプ
ルトニウムを含むだけでなく、ウラ
ン燃料に比べて低い温度で溶けるな
どの危険性が指摘されています。　

より危険で溶けやすいＭＯＸ燃料



震
災
当
夜　

松
茂
の
避
難
所
を
訪
問
調
査

党徳島県委員会の震災支援義援
金募金活動（13日徳島駅前）

党
事
務
所
で
も
義
援
金
を
受
付
中

お預かりした義援金は、日本共産
党中央委員会を通して被災各県に
渡され、被災者支援に使われます。

　

３
月
11
日
震
災
発
生
当

日
、
郡
内
で
も
松
茂
町
と

北
島
町
で
住
民
が
津
波
を

警
戒
し
避
難
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
避
難
活
動
が
落

ち
着
い
た
こ
ろ
を
見
計

ら
っ
て
、
松
茂
の
津
波
防

災
セ
ン
タ
ー
内
の
避
難
所

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
避
難
所
で
は
、
長
原

地
区
な
ど
沿
岸
住
民
が
一

時
３
６
０
人
避
難
し
ま
し

た
が
、
第
一
波
到
達
後
、

午
後
７
時
す
ぎ
に
は
多
く

の
方
が
帰
宅
。
し
か
し
、

大
津
波
警
報
と
避
難
勧
告

の
解
除
は
、
翌
日
12
日
午

後
１
時
50
分
で
し
た
。

　

11
日
夜
遅
く
ま
で
避
難

さ
れ
て
い
た
ご
夫
婦
は
、

「
家
か
ら
14
分
で
来
た
が
、

道
路
が
ふ
さ
が
っ
て
い
た

ら
も
っ
と
か
か
る
。
南
海

地
震
が
来
た
ら
ど
う
な
る

か
」
と
、不
安
げ
で
し
た
。

　

関
係
者
の
話
で
は
、
日

頃
の
訓
練
も
あ
り
混
乱
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一

方
、「
津
波
を
見
に
行
く

人
が
か
な
り
い
た
」「
徒

歩
で
な
く
車
で
来
た
人
が

た
く
さ
ん
い
た
」
と
い
う

指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

徳
島
自
動
車
道

扶川板野事務所

田園パーク

吉野川

藍住コーナン

徳島自動車道

扶川藍住事務所

名
田
橋

℡ 088-672-5875

℡ 088-678-9184

被災者
支援を

実
績
少
な
す
ぎ
る

住
宅
耐
震
改
修
と

耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム

　

沿
岸
部
で
は
、
倒
壊
家

屋
が
津
波
避
難
を
妨
げ
、

内
陸
部
で
は
、
家
屋
倒
壊

に
よ
る
圧
死
が
大
半
で

す
。
住
宅
の
耐
震
化
は
、

喫
緊
の
課
題
で
す
。
主
に

昭
和
56
年
以
前
の
旧
耐
震

基
準
に
よ
る
木
造
住
宅
が

倒
壊
の
危
険
が
高
く
、
耐

震
診
断
す
れ
ば
、
お
よ
そ

７
割
は
要
改
修
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
負
担
が
重

い
た
め
高
齢
者
な
ど
は
、

工
事
に
踏
み
切
れ
ず
、
危

険
が
放
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
県
で
改
修
が
年
百

戸
台
、
部
分
的
に
耐
震
化

す
る
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム

は
、年
数
戸
の
実
績
の
み
。

　

私
は
、
任
期
最
後
の
２

月
議
会
一
般
質
問
で
、「
木

造
住
宅
耐
震
改
修
助
成
制

度
の
拡
充
と
と
も
に
、
経

済
対
策
に
も
役
立
つ
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の

創
設
」
を
求
め
ま
し
た
。

　

県
は
、「
こ
れ
ま
で
の

木
造
住
宅
の
耐
震
化
促
進

に
加
え
、
簡
易
な
耐
震
化

と
あ
わ
せ
て
実
施
す
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
や
省
エ
ネ
な

ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
の
助
成

に
つ
い
て
、
検
討
を
す
す

め
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
震
災
の
教
訓

を
生
か
し
、
沿
岸
住
宅
地

の
在
り
方
な
ど
、
さ
ら
に

抜
本
的
な
対
策
を
求
め
て

い
き
ま
す
。

東
北
関
東
大
震
災
関
連　

扶
川
敦　

活
動
報
告

２
月
県
議
会
一
般
質
問


